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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第２四半期連結
累計期間

第21期
第２四半期連結
累計期間

第20期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （百万円） 94,195 76,688 174,062

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △3,727 2,502 △752

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（百万円） △2,676 1,329 △1,075

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △2,721 1,498 △1,029

純資産額 （百万円） 52,584 55,775 54,277

総資産額 （百万円） 145,499 136,154 140,202

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）

（円） △9.20 4.57 △3.70

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.1 41.0 38.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △15,876 10,236 △12,402

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △4,406 △4,235 △8,094

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 20,411 △6,099 21,091

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 5,159 5,524 5,616

 

回次
第20期

第２四半期連結
会計期間

第21期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

自2023年７月１日
至2023年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △5.18 3.27

（注）１．四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

２．第20期第２四半期連結累計期間及び第20期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していない。

３．第21期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載していない。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものである。

 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウクライナ情勢や世界的な金融引締めなどにより、原材料価格

の変動や海外経済の下振れリスクなどがあり、その動向に十分注意する必要がある中で推移した。

このような状況のもと、当社グループの業績は、主力のコークス事業において、前年同期に比べ原料炭市況の下落

や２Ａコークス炉更新工事の実施による生産量減少などにより、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同

期比175億７百万円減少の766億８千８百万円となった。利益面では、棚卸資産の期末評価減の縮小などにより、連結

営業損益は、28億９千５百万円の営業利益（前年同期は21億９千８百万円の営業損失）となったほか、連結経常損益

は、25億２百万円の経常利益（前年同期は37億２千７百万円の経常損失）となった。

なお、親会社株主に帰属する四半期純損益は13億２千９百万円の純利益（前年同期は26億７千６百万円の純損失）

となった。

 

（セグメントの概況）

コークス事業については、売上高は、前述の理由などにより、前年同期比155億３千万円減少の492億４千１百万

円、営業損益は、７億９千６百万円の営業利益（前年同期は36億３千５百万円の営業損失）となった。

燃料・資源リサイクル事業については、売上高は、前年同期比23億７千２百万円減少の217億６千万円、営業利

益は、前年同期比５億６千９百万円増加の21億４千２百万円となった。

総合エンジニアリング事業については、売上高は、前年同期比３億１千１百万円増加の38億７千５百万円、営業

利益は、前年同期比１千３百万円減少の４億９千２百万円となった。

その他については、売上高は、前年同期比８千３百万円増加の18億１千１百万円、営業利益は、前年同期比４千

６百万円増加の２億９千万円となった。

 

(2) 財政状態の分析

　　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、1,361億５千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億４千８百万

円減少となった。増減の主なものは、受取手形、売掛金及び契約資産の増加30億５千２百万円、商品及び製品の減少

38億６千５百万円、原材料及び貯蔵品の減少30億５千４百万円等である。

　　当第２四半期連結会計期間末の負債は、803億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ55億４千６百万円減

少となった。増減の主なものは、長期借入金の増加25億６千９百万円、流動負債「その他」の増加22億１千万円、短

期借入金の減少86億５千９百万円、支払手形及び買掛金の減少20億９千３百万円等である。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ、14億９千８百

万円増加の557億７千５百万円となった。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、９

千１百万円減少の55億２千４百万円となった。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、102億３千６百万円となった。これは主に、減価償却費22億６千１百万円、棚卸

資産の減少額62億３千６百万円、未払消費税等の増加額21億１千８百万円などによる資金の増加に対し、売上債権の

増加額30億８千４百万円などによる資金の減少があったことによるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、42億３千５百万円となった。これは主に、固定資産の取得による支出41億５千万

円などがあったことによるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、60億９千９百万円となった。これは主に、短期借入金の純増減額86億８千万円、

長期借入れによる収入41億４千万円があったことによるものである。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はない。

 

(5) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はない。

 

(6) 優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はない。

 

(7) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間に支出した研究開発費の総額は、３千７百万円である。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

(8) 資本の財源および資金の流動性についての分析

　当社グループの主な資金需要は、設備投資、原材料・商品等の仕入代金の支払、販売費および一般管理費の支払、

借入金の返済および法人税等の支払等である。

　当社グループは、事業活動に必要な資金を、営業活動によるキャッシュ・フローおよび借入金によって継続的に調

達することが可能であると考えている。

　また、当第２四半期連結会計期間末現在、短期借入金（１年以内に返済予定の長期借入金を含む）の残高は289億

３千１百万円、長期借入金の残高は113億１千１百万円である。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,080,000,000

計 1,080,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 302,349,449 302,349,449
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 302,349,449 302,349,449 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はない。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はない。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

2023年７月１日～

　2023年９月30日
－ 302,349,449 － 7,000 － 1,750
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本製鉄株式会社 東京都千代田区丸の内2-6-1 65,628,595 22.55

住友商事株式会社 東京都千代田区大手町2-3-2 56,558,095 19.43

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町2-11-3 21,691,600 7.45

INTERACTIVE BROKERS LLC
ONE PICKWICK PLAZA GREENWICH,

CONNECTICUT 06830 USA
4,801,400 1.65

株式会社日本カストディ銀行（信
託口）

東京都中央区晴海1-8-12 4,697,900 1.61

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 3,772,181 1.30

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNYM

GCM CLIENT ACCTS M ILM FE

2 KING EDWARD STREET,LONDON EC1A 1HQ

UNITED KINGDOM
3,277,641 1.13

日鉄鉱業株式会社 東京都千代田区丸の内2-3-2 3,000,000 1.03

DFA INTL SMALL CAP VALUE

PORTFOLIO

PALISADES WEST 6300, BEE CAVE ROAD

BUILDING ONE AUSTIN TX 78746 US
2,662,107 0.91

株式会社商船三井 東京都港区虎ノ門2-1-1 2,513,000 0.86

  168,602,519 57.93

　（注）上記所有株式のうち、信託業務に係る株式は、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）21,691,600

株、株式会社日本カストディ銀行（信託口）4,697,900株である。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 11,323,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 290,859,100 2,908,591 －

単元未満株式 普通株式 166,549 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  302,349,449 － －

総株主の議決権  － 2,908,591 －

（注）上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式5,500株が含まれている。また、

　　　「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数55個が含まれている。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

日本コークス工業株式会社
東京都江東区豊洲

３－３－３
11,323,800 － 11,323,800 3.75

計 － 11,323,800 － 11,323,800 3.75
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２【役員の状況】

　該当事項はない。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,620 5,528

受取手形、売掛金及び契約資産 14,856 17,908

商品及び製品 21,333 17,468

仕掛品 1,670 2,353

原材料及び貯蔵品 23,665 20,611

その他 3,064 600

貸倒引当金 △8 △6

流動資産合計 70,203 64,464

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 24,180 24,549

減価償却累計額 △15,938 △16,242

建物及び構築物（純額） 8,241 8,306

機械装置及び運搬具 95,737 97,885

減価償却累計額 △78,542 △80,150

機械装置及び運搬具（純額） 17,194 17,735

土地 34,197 33,700

建設仮勘定 3,737 5,315

その他 2,093 2,179

減価償却累計額 △1,497 △1,567

その他（純額） 596 612

有形固定資産合計 63,967 65,670

無形固定資産   

その他 428 431

無形固定資産合計 428 431

投資その他の資産   

投資有価証券 938 1,162

繰延税金資産 3,667 3,384

その他 1,038 1,083

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 5,603 5,587

固定資産合計 69,999 71,689

資産合計 140,202 136,154
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 24,215 22,122

短期借入金 37,591 28,931

未払法人税等 182 534

賞与引当金 736 686

関係会社整理損失引当金 340 351

受注損失引当金 25 24

その他 6,439 8,650

流動負債合計 69,530 61,300

固定負債   

長期借入金 8,742 11,311

退職給付に係る負債 3,047 3,038

役員退職慰労引当金 56 50

環境対策引当金 3,575 3,514

関係会社整理損失引当金 24 6

その他 948 1,156

固定負債合計 16,394 19,078

負債合計 85,925 80,378

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 1,750 1,750

利益剰余金 46,652 47,982

自己株式 △1,209 △1,209

株主資本合計 54,193 55,522

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 228 388

繰延ヘッジ損益 － △4

退職給付に係る調整累計額 △144 △130

その他の包括利益累計額合計 83 252

純資産合計 54,277 55,775

負債純資産合計 140,202 136,154
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

     （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 94,195 76,688

売上原価 92,905 70,720

売上総利益 1,290 5,967

販売費及び一般管理費   

積揚地諸掛 1,153 676

その他 2,335 2,395

販売費及び一般管理費合計 3,489 3,072

営業利益又は営業損失（△） △2,198 2,895

営業外収益   

保険差益 － 43

その他 62 59

営業外収益合計 62 103

営業外費用   

支払利息 148 154

環境対策引当金繰入額 117 125

為替差損 1,121 110

その他 204 105

営業外費用合計 1,591 495

経常利益又は経常損失（△） △3,727 2,502

特別利益   

固定資産売却益 142 115

その他 － 3

特別利益合計 142 119

特別損失   

固定資産除却損 241 698

その他 8 30

特別損失合計 250 728

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△3,835 1,893

法人税、住民税及び事業税 873 355

法人税等調整額 △2,032 209

法人税等合計 △1,158 564

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,676 1,329

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2,676 1,329
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,676 1,329

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △57 159

繰延ヘッジ損益 － △4

退職給付に係る調整額 12 14

その他の包括利益合計 △45 168

四半期包括利益 △2,721 1,498

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,721 1,498

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△3,835 1,893

減価償却費 2,824 2,261

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 41 △49

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － △7

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5 11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 △6

環境対策引当金の増減額（△は減少） － △60

受注損失引当金の増減額（△は減少） 208 △1

受取利息及び受取配当金 △26 △26

保険差益 － △43

支払利息 148 154

為替差損益（△は益） △11 △7

固定資産除却損 241 698

固定資産売却損益（△は益） △142 △114

投資有価証券売却損益（△は益） － △2

売上債権の増減額（△は増加） 1,320 △3,084

棚卸資産の増減額（△は増加） △13,358 6,236

その他の資産の増減額（△は増加） △298 △97

仕入債務の増減額（△は減少） △467 △2,093

未払消費税等の増減額（△は減少） △517 2,118

その他の負債の増減額（△は減少） 916 1,644

その他の固定負債の増減額（△は減少） 22 262

その他 △4 △33

小計 △12,935 9,652

利息及び配当金の受取額 26 26

利息の支払額 △149 △157

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,817 342

保険金の受取額 － 372

営業活動によるキャッシュ・フロー △15,876 10,236

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △4,393 △4,150

固定資産の除却による支出 △218 △665

固定資産の売却による収入 217 605

投資有価証券の取得による支出 △9 △0

投資有価証券の売却による収入 － 8

長期前払費用の取得による支出 △3 △23

その他 0 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,406 △4,235
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 23,165 △8,680

長期借入れによる収入 2,815 4,140

長期借入金の返済による支出 △3,521 △1,550

配当金の支払額 △2,037 －

その他 △9 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー 20,411 △6,099

現金及び現金同等物に係る換算差額 11 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 140 △91

現金及び現金同等物の期首残高 5,019 5,616

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,159 ※ 5,524
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はない。

 

 

（会計方針の変更）

　該当事項はない。

 

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はない。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　該当事項はない。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

現金及び預金勘定 5,163百万円 5,528百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △4 △4

現金及び現金同等物 5,159 5,524

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 2,037 7.00 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　　該当事項はない。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注１）
合計額

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 コークス事業

燃料・資源リ
サイクル事業

総合エンジニ
アリング事業

計

売上高         

(1)外部顧客への

売上高
64,771 24,132 3,563 92,467 1,728 94,195 － 94,195

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 7 1,393 1,400 181 1,582 △1,582 －

計 64,771 24,140 4,956 93,868 1,909 95,778 △1,582 94,195

セグメント利益又は

損失（△）
△3,635 1,573 505 △1,555 244 △1,311 △887 △2,198

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販売・賃

貸事業等を含んでいる。

２．セグメント利益又は損失の調整額△887百万円は、セグメント間取引消去△17百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△869百万円である。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

る。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っている。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注１）
合計額

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 コークス事業

燃料・資源リ
サイクル事業

総合エンジニ
アリング事業

計

売上高         

(1)外部顧客への

売上高
49,241 21,760 3,875 74,877 1,811 76,688 － 76,688

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 4 849 854 168 1,022 △1,022 －

計 49,241 21,764 4,725 75,731 1,979 77,711 △1,022 76,688

セグメント利益 796 2,142 492 3,432 290 3,722 △827 2,895

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販売・賃

貸事業等を含んでいる。

２．セグメント利益の調整額△827百万円は、セグメント間取引消去△2百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△825百万円である。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　　　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計額

 コークス事業
燃料・資源
リサイクル事業

総合エンジニア
リング事業

計

売上高       

(1)顧客との契約から生じる

収益
64,771 24,132 3,563 92,467 1,477 93,945

(2)その他の収益 － － － － 250 250

外部顧客への

売上高
64,771 24,132 3,563 92,467 1,728 94,195

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販

売・賃貸事業等を含んでいる。

 

　　　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計額

 コークス事業
燃料・資源
リサイクル事業

総合エンジニア
リング事業

計

売上高       

(1)顧客との契約から生じる

収益
49,241 21,760 3,875 74,877 1,560 76,437

(2)その他の収益 － － － － 250 250

外部顧客への

売上高
49,241 21,760 3,875 74,877 1,811 76,688

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販

売・賃貸事業等を含んでいる。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△9円20銭 4円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会

社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（百万

円）

△2,676 1,329

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（百万円）

△2,676 1,329

普通株式の期中平均株式数（株） 291,027,381 291,026,170

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していない。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載していない。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はない。
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２【その他】

　該当事項はない。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月14日

日本コークス工業株式会社

　　　　取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡辺　伸啓

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山村　竜平

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本コークス

工業株式会社の２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０２３

年７月１日から２０２３年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２３年４月１日から２０２３年９月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本コークス工業株式会社及び連結子会社の２０２３年９月３０日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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